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平成27年度
介護予防講演会

　認知症は誰にでも起こりうる脳の病気ですが、日常
生活のちょっとした心掛けで予防することができると
いわれています。そこで、認知症になっても住み慣れ
た地域で安心して生活できるよう、まずは脳の機能や
予防について学びませんか。

▶ 日 時　10月27日㈫午後2時（午後1時30分から
受け付け）

▶ 場 所　「みらい」文化ホール
▶ 内 容　
　【第一部】認知症に強い脳をつくる！
　【第二部】成年後見制度ってなに？
▶ 講 師　
　【第一部】 阿奈靖雄さん（㈱クリエイトＡＮＡ阿奈靖

雄事務所代表）
　【第二部】 出井賢朋さん（コスモス成年後見サポート

センター行政書士）
▶ 対 象　65歳以上の方や高齢者の支援活動に関
わっている方
▶ 定 員　400人
▶ 参 加 費　無料
▶ そ の 他　駐車場に限りがありますので、乗り合わせ
てご参加ください。
▶ 問い合わせ　高齢者福祉課地域支援担当（内線278）

　認知症の方やその家族、地域の方、医療
介護の専門職、ボランティアなど、どなた
でも気軽に参加できる集いの場所です。み
んなで楽しい時間を過ごしませんか。

▶ 日 時　11月11日㈬午前10時～正午
▶ 場 所　忍・行田公民館Ａ・Ｂ会議室
▶ 対 象　市内在住の認知症の方やその
家族、地域の方、専門職の方など

▶ 参 加 費　100円
▶ そ の 他　事前申し込みは不要です。
▶ 問い合わせ　地域包括支援センター緑風苑☎
　 557―3611、地域包括支援センターまき
ば園☎550―1777、　地域包括支援セン
ター壮幸会☎552―1123、地域包括支援
センターふぁみいゆ☎558―0088

オレンジカフェ行田
  ～認知症に関わる方
（本人、家族、支援者など）

　　　　　　　   の集い～

　市では、認知症により著しい徘
はいかい
徊行動が見

られる高齢者などが所在不明になった場合に、
その方の早期発見と事故の未然防止を図ると
ともに、家族の精
神的負担の軽減を
図るため、「徘徊
高齢者等早期発見
シール」の配布を
開始します。

▶ 配布開始日
　10月1日㈭
▶ 配布場所　高齢者福祉課
▶ 配布枚数　21枚（1シート）
▶ シールの活用方法　靴の後ろや外出時に身
に付ける物に貼ります。
▶ そ の 他　配布した方の情報を行田警察署
に提供するため、事前に当事者の特徴や緊
急連絡先などを登録していただきます。
　※ 登録者の捜索に役立つ他、保護されたと

きの身元確認と家族への連絡が容易にな
るためです。

▶問い合わせ　同課高齢福祉担当（内線223）

徘徊高齢者等
発見シールを配布します

１０月1日から配布する
徘徊高齢者等発見シール

　過ごしやすい気候の中、水城公園内をウオーキングし
たり、園内にある健康器具を利用したりして筋力アップ
運動をしてみませんか。

※３日間で1コース

▶ 集合場所　コミュニティセンターみずしろ１階ギャラ
リー
▶ 講 師　遠藤良江さん（健康運動指導士）　
▶ 対 象　市内在住で65歳以上の方（医師の指示によ
り運動制限などのない方）
▶ 定 員　15人
▶ そ の 他　雨天の場合は、室内で実施します。
▶ 問い合わせ　高齢者福祉課地域支援担当(内線278)

第２弾

公園で若返り！パワーアップ教室

日　　時 場　　所

10月26日㈪
午後1時30分～3時30分 コミュニティセンターみずしろ

10月30日㈮
午前9時30分～11時30分 忍・行田公民館および水城公園

11月5日㈭
午前9時30分～11時30分

コミュニティセンターみずしろ
および水城公園

▶主 催　行田市文化団体連合会、行田市、行田市教育委員会、(公財)行田市産業・文化・スポーツいきいき財団
▶問い合わせ　ひとつくり支援課生涯学習担当☎556―8319

第67回　行田市文化祭展示部門
日　　時 場　　所 参加団体または内容

10月31日㈯～11月3日㈫
午前9時～午後5時
(3日は午後4時まで)

産業文化会館
革工芸雅秀会、行田絵手紙あおい会、行田市工芸協会カリタスＳ４１、行田
市写真連盟、行田市書道人連盟、行田美術会、行田フラワーデザイン協会、
行田美幸会、美布の会、楽書子龍行田教室

コミュニティー
センターみずしろ 行田山草会、行田市華道会、行田短歌連盟

10月31日㈯～11月3日㈫ 
午前9時～午後5時(31日は午後1時
30分から、3日は午後4時まで)

埼玉公民館 さきたま盆栽会

10月31日㈯～11月15日㈰ 
午前9時～午後5時 郷土博物館 行田市菊花連絡協議会(第41回行田市菊花展)

大会・発表部門
催し名(団体名) 日　　時 場　　所 備　　考

茶席(行田市茶道会) 10月31日㈯ 午前10時～午後3時

コミュニティー
センターみずしろ

茶券代1,000円※茶券取り扱い
☎556―0910(加藤)

囲碁大会(行田市碁楽会) 11月1日㈰ 午前9時～午後5時 参加費1,200円※当日受け付け

将棋大会(行田市将棋連盟) 11月3日㈫ 午前9時～午後5時
参加費【小･中学生】800円【高校
生・学生】1,000円【一般】1,500
円※当日受け付け

俳句展(行田市俳句連盟) 11月14日㈯～16日㈪ 午前9時～午後5時
※16日は午後4時まで 無料

オープン短歌大会
(行田短歌連盟) 11月19日㈭ 午後1時30分～5時 無料

(行田市フラダンス連盟)
(武蔵あばれ太鼓) 11月23日㈪ 午後1時30分開演 「みらい」文化ホール 無料

中央公民館実用講座の受講生を募集します
講座名 日　　時 場　　所 内　　容 参加費 持 ち 物 講　　師 定員

みんな初心者だから
安心！
はじめてのフラダン
ス講座

11月７日～２８日の
毎週土曜日【全４回】
午前１０時～正午

レクリエー
ション室

この機会にフラダンスを始
めてみませんか。全４回で
１曲のダンスを覚えます。

無　料
動きやすい服装
(お持ちの方は
フラダンス衣装、
ロングスカート)

三上史恵さん
(フラガールズ
代表）

２０人

趣味・特技の欄に書
けます！
身近なものを使った
マジック講座

11月７日～２８日の
毎週土曜日【全４回】
※ ２８日は発表になります。
午後1時30分～3時30分

創作室・第
３学習室

マジック、手品は難しいも
のだと思っていませんか。
すぐに人前で披露できるよ
うになります。

300円
(材料費) ー

早坂功さん
(鴻巣マジック
同好会代表)

楽しみながら英語に
触れよう！
おやこの「国際交流
サロン」

・１１月８日㈰
・１１月２１日㈯
午後２時～３時

レクリエー
ション室

外国人講師と親子でレクリ
エーションを行い、身近な
国際交流を体験します。

無　料 動きやすい服
装

市内小・中学
校ＡＬＴ講師

字が苦手でも大丈夫！
アート書道体験講座
～テーマはお正月～

・１１月１５日㈰
・１１月２９日㈰
午後１時３０分～３時

創作室
何を使っても、何をしてもい
いアート書道を体験します。
作品は持ち帰り、楽しむこと
ができます。

200円
(材料費)

汚れてもいい
服装

彩irodori書家
美蓮さん

※講座の会場は全て中央公民館

▶対 象　市内在住・在勤の方　
　※はじめてのフラダンス講座は女性のみ。
　※国際交流サロンは未就学児と、その保護者のみ。
▶申し込み　10月14日㈬ 午前９時から直接同館窓口
　（電話受け付けは翌日午前9時から）
▶問い合わせ　同館☎556―2649

アート書道
　　作品例
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▶ 日 時　10月31日㈯、11月1日㈰ 午前
　10時～午後5時　
▶ 場 所　ものつくり大学　
▶ 内 容　各研究室企画展示、各種ものづく
り体験教室、特設ステージ、子ども向けイベ
ント、各種模擬店、花火の打ち上げ他
　※花火の打ち上げは31日のみ　
▶ そ の 他　一部企画では申し込み制となるこ
とがあります。詳細は同大学ホームページを
参照するか同大学へ問い合わせください。　
▶ 問い合わせ　同大学☎564―3817
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第15回ものつくり大学
「碧蓮祭」

ものつくり大学
市民特別公開講座

▶ 日 時　11月1日㈰ 午後1時～ 2時30分（午
後0時30分開場）　

▶ 場 所　ものつくり大学Ｃ1010大講義室　
▶ 内 容　小川信子さん（日本女子大学名誉教授、
幼児教育施設設計など）による講演「地域で未来を
担う子供達を育てよう！―主役はあなた―」　

▶ 定 員　200人　
▶ 受 講 料　無料　
▶ 共 催　行田市　
▶ 後 援　行田市教育委員会　
▶ 申し込み　住所、氏名、連絡先を明記の上、10月
　 23日㈮までにＦＡ
Ｘまたは同大学ホー
ムページから申し込
みください。【FAX】
564―3201

▶ 問い合わせ　同大学
　☎564―3819

▶ 日 時　10月31日㈯、11月1日㈰ 午前10時
～午後3時　

▶ 場 所　ものつくり大学　
▶ 内 容　竹とんぼ、ガリガリとんぼを作って遊
　びます。　
▶ 対 象　小学生以上の方　
▶ 参 加 費　無料　
▶ 共 催　行田市　
▶ そ の 他　申し込みは不要です。　
▶ 問い合わせ　同大学☎564―3819

おもしろものづくり教室 ▶ 日 時　10月31日㈯、11月1日㈰ 午前9
時30分　
▶ 場 所　ものつくり大学　
▶ 内 容　午前中はマンガンカーを作成し、午
　後はレース大会でタイムを競います。　
▶ 対 象　市内の小学生　
▶ 参 加 費　無料　
▶ 共 催　行田市教育委員会、日本機械学会
　関東支部埼玉ブロック　
▶ そ の 他　10月24日㈯・25日㈰に工作教室
を開催します。　
▶ 問い合わせ　学校教育課学務担当☎556―8316

マンガンカーレース体験教室
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近代化遺産全国一斉公開2015参加事業
行田の近代化遺産を巡る

▶ 日 時　10月20日㈫ 午前9時～午後4時
▶ 集合場所　市民プール脇駐車場
▶ 内 容　市内の近代化に貢献した歴史資産をバスで巡り、行田の
近代史を学習します。
▶ 見学場所　武蔵野銀行行田支店、足袋とくらしの博物館、北河原門
樋、彩々亭（昼食あり）、堀切橋、弁天門樋、旧須戸橋、横田酒造他
▶ 定 員　25人（先着順）
▶ 参 加 費　1,400円（昼食、入館料、保険料を含む）
▶ 申し込み・問い合わせ　10月5日㈪午前9時～ 16日㈮に電話で文
化財保護課文化財保護担当☎553―3581

企画展「古墳の終
しゅうえん

焉と律令時代の幕開け」
　今年度のテーマは「7世紀」。7世紀は、近畿地方で古墳の築造が終
焉を迎えるとともに、飛鳥の地に宮都が造られ古代国家の形成が本格
的に始まり、歴史が大きく動いた時代です。埼玉県を含む武蔵の地域
では前方後円墳の築造は終了し、それに代わって各地に造られたのが
円墳や方墳、そしてこの時期に特有の八角形墳や上円下方墳などです。
本展では古墳終末期の首長墓を紹介するとともに、律令による古代国
家形成期の地方支配の足跡を遺跡や遺物からたどります。

▶ 開催期間　11月15日㈰まで（10月12日を除く毎週月曜日は休館）
▶ 受付時間　午前9時～午後4時30分
▶ 場 所　県立さきたま史跡の博物館
▶ 観 覧 料　200円
▶ 問い合わせ　同館☎559―1181

古代から未来へ、
行田の歴史をたどる

▶ 日 時　
11月20日
㈮午前9時
～午後4時

▶ 集合場所　
市民プール
脇駐車場
　
▶ 内 容　
市内の古代
～近代のさ
まざまな文
化財をバス
で巡り、行
田の歴史を
たどります。　
▶ 見学場所　南河原石塔婆、地蔵塚古墳、
忠次郎蔵（昼食あり）、真名板高山古墳、
成就院三重塔、高澤家住宅  他　
▶ 定 員　25人（先着順）　
▶ 参 加 費　1,000円（昼食・保険料を含む）
▶ 主 催　行田市教育委員会　
▶ 申し込み・問い合わせ　11月2日㈪午前
9時～ 17日㈫に電話で文化財保護課文
化財保護担当☎553―3581

南河原石塔姿

忠次郎蔵
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さしあげます

ゆずってください

▷工業用ミシン　▷回転座椅子　▷ポータブルトイレ　
▷ベビーチェア　▷食器棚　▷マッサージチェア　▷
セミダブルベッド　▷学習机　▷男の子用自転車（24
インチ）　▷叙勲額

▷扇風機　▷洗濯機　▷ベビーバス　▷ＣＤラジカセ

不
用
品
情
報

第2期納期限　10月27日㈫
　受益者負担金は、下水道供用開始となった時点で、使用の
有無を問わず土地の面積に応じて賦課されます。この負担金
の納付には便利な口座振替をご利用ください。また、期限内
の納付が困難な場合は納付相談をご利用ください。
　なお、負担金賦課区域内の土地で売買・相続などにより受
益者の変更があった方は、下水道課までご連絡ください。
▶ 問い合わせ　同課業務担当☎564―0303（前谷1―1・水
道庁舎内）

下水道事業受益者負担金をお支払いの方へ

　浄化槽はトイレなどから出た汚水を微生物の働きにより、
きれいにして水路や河川へ放流することができる設備で、通
常、庭先や駐車場の下に埋められています。地面に2、3個
並んだマンホールのふたや空気を送る機器（ブロア）がある
家庭は、浄化槽を使用している方です。
　浄化槽を使用している方は「保守点検（年3、4回機器の
点検・調整や消毒薬の補充）」「清掃（年1回、浄化槽の内
部にたまった固形物などの引き抜き）」の他に、年1回の「定
期水質検査」の受検が法律により義務付けられています。
　「定期水質検査」は、浄化槽からの放流水などをチェック
して浄化槽が十分に浄化機能を発揮しているかを検査する健
康診断のようなものです。検査結果は、使用している方や保
守点検業者に通知され、普段の維持管理に生かされます。
　現在、家庭からの生活排水が川の汚濁原因の7割以上を占
めています。浄化槽を安心して使い、地域の水環境を良好に
保つために、知事指定検査機関か契約している保守点検業
者・清掃業者に連絡して必ず定期水質検査を受けるようにし
ましょう。
▶ 定期水質検査の手数料（非課税）
【10人槽以下（家庭用浄化槽）】5,000円
※ 11人槽以上は（一社）埼玉県浄化槽協会まで問い合わせく
ださい。

▶問い合わせ　同協会法定検査部☎533―4700

10月1日は浄化槽の日
年1回浄化槽の健康診断を受けましょう

北彩タウン情報

加須市
加須地域市民まつり
▶ 日 時　10月18日㈰午前8時～午後3時
10分
▶ 場 所　加須市民運動公園および加須市民体
育館（加須市下三俣590）
▶内 容　
　【交通安全パレード】※雨天中止
　 イトーヨーカドー加須店と加須小学校を出発
後、加須駅入口交差点で合流し、加須市民運動
公園までパレードします。

　【式典】午前9時30分 
　交通安全作文、標語発表など
　【催し物】午前10時10分 
　 鼓笛隊演奏、各種団体活動発表、物産展示即売
会、健康測定・健康増進ＰＲなど

▶ そ の 他　雨天の場合、加須市民体育館内の催
し物以外の会場は、パストラルかぞに変更とな
ります。
▶ 問い合わせ　商業観光課☎0480―62―1111（内
線276）

羽生市
第6回「世界キャラクターさみっとin羽生」
　今年も国内外から約400キャラクターが羽生
に集結します。「みんなでハロー!!はにゅ☆はにゅ」
のテーマのもと、全体でダンスを踊ります。ま
た、昨年好評だったキャラクターのファッション
ショー「はにゅコレ」や、キャラクターがお祝い
する結婚式「キャラコン」を開催します。
▶ 日 時　11月21日㈯・22日㈰午前9時～
午後3時30分（予定）
▶場 所　羽生水郷公園（羽生市三田ヶ谷751―1）
▶ 問い合わせ　世界キャラクターさみっとin羽生実
行委員会事務局（羽生市キャラクター推進室内）
☎560―3119

～でかけませんか  となりまち～
▶日 時　10月14日㈬午後2時開会
▶場 所　「みらい」文化ホール
▶ 内 容　地域安全功労者および団体の表彰、
防犯活動事例の発表、防犯講座など　

▶入 場 料　無料
▶ 問い合わせ　防災安全課防犯対策担当（内線283）
または行田市防犯協会☎553―3531

　鴻巣行田北本環境資源組合では、新たなごみ処理施設の建設
候補地を鴻巣市郷地・安養寺地区内に選定しました。建設候補
地の選定に当たり、①必要とされる面積の確保、②現況の土地
利用および将来の開発、③利便性、④環境への影響、⑤法的制
約、⑥経済性の6点を基本的条件としました。
　4月4日には、建設候補地である鴻巣市郷地・安養寺地区に
お住まいの方ならびに地権者の方を対象に、また、5月23日
には鴻巣市、行田市および北本市の市民の方を対象とした説明
会を開催したところ、合計73人の方が出席し、貴重な意見な
どをいただきました。主な意見は以下のとおりです。
・道路、水路など周辺環境の整備に関する意見
・ダイオキシン類など排ガス基準値に関する意見
・余熱利用施設などに関する意見
　また、事業を進める上で地元からの代表者を選出して地元の
要望を聞いていくべきであるという意見などもいただきました。
　組合では、今後とも市民の皆様の意見などを聞きながら事業
を進めていきます。
　また、事業の進

　しんちょく
捗状況や検討結果について、組合のホーム

ページや広報紙などにより情報を公開していきます。引き続き
ご理解ご協力をお願いします。

▶ 組合ホームページ　http://www.k-ichikumi.jp/
▶ 問い合わせ　同組合計画建設課☎501―6708

行田市防犯のまちづくり・
暴力追放市民大会

鴻巣行田北本環境資源組合からのお知らせ

　産業文化会館管理棟空調設備改修工事のため、
会議室・創作室の貸し出しを中止します。ご迷惑
をお掛けしますが、ご理解ご協力をお願いします。

▶中止期間　10月1日㈭～平成28年1月18日㈪
▶ 中止施設　第1会議室、第2会議室、第3会議室、
創作室

▶ 問い合わせ　ひとつくり支援課生涯学習担当☎5
　56―8319

産業文化会館会議室などの
貸し出しを中止します

▶ 活動期間　平成28年4月1日～平成29年3月31日
　※期間の更新があります。
▶活動時間　応相談
▶ 応募資格　平成10年4月1日以前に生まれ、原則１
　カ月に2日以上活動できる方
▶そ の 他　・報酬、交通費、食費の支給はありません。
　・ 社会福祉法人全国社会福祉協議会で行っているボラ
ンティア活動保険に加入します(費用は県立さきた
ま史跡の博物館で負担)。

　・ 10月9日㈮午後1時30分から同館で説明会を実施
します。

　・平成28年1月～ 3月の間に研修を1日行います。
▶ 申し込み　同館で配布している申込書(同館ホームペ
　 ージからダウンロード可)に必要事項を記入の上、12
月13日㈰までに持参、郵送、ＦＡＸ、Ｅメールのい
ずれかの方法で提出してください。【持参・郵送】〒361
―0025 行田市埼玉4834 埼玉県立さきたま史跡の博
物館【ＦＡＸ】559―1112【Ｅメール】k591111@
pref.saitama.lg.jp

▶選考方法　研修終了後、面接を実施します。
▶問い合わせ　同館広報・学習支援担当☎559―1181

県立さきたま史跡の博物館の
ボランティアを募集します

県民の日「水循環センター探検ツアー」
（下水道施設見学会）を開催します

活動内容 募集人数

【展示解説】古墳や国宝展示室などの解説 10人

【体験指導】まが玉づくりなどの指導や各種体験の補助 20人

【環境整備】古墳公園の整備、草木・樹木の維持管理 若干名

▶日 時　11月14日㈯
　【午前の部】午前10時～正午
　【午後の部】午後１時～３時
▶ 内 容　下水道施設を開放し、探検ツアーを行いま
す。見学しながらスタンプを集め、クイズに答えると
景品がもらえます。

▶ そ の 他　事前申し込みは必要ありません。開催時刻
に直接水循環センターにお越しください。

▶主 催　公益財団法人埼玉県下水道公社
▶問い合わせ　下水道課普及促進担当☎564―0303

見学場所
水循環センター名 所在地 電話

荒川水循環センター(埼玉県下
水道公社荒川左岸南部支社)

戸田市笹目
５―37―14

048―421
―5861

元荒川水循環センター(埼玉県下
水道公社荒川左岸北部支社)

桶川市小針領家
939

048―728
―2011

小山川水循環センター(埼玉県下
水道公社荒川左岸北部支社小山
川支所)

本庄市東五十子
382―1

0495―21
―7997

新河岸川水循環センター(埼玉県
下水道公社荒川右岸支社)

和光市新倉
６―１―１

048―466
―2400

中川水循環センター(埼玉県下水
道公社中川支社)

三郷市番匠免
３―２―２

048―952
―3351

古利根川水循環センター(埼玉県
下水道公社古利根川支社)

久喜市吉羽
772―１

0480―22
―3819
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・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後５時
　※ 医療機関が変更されることがありますので、事前

に問い合わせください。
・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇ 夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
・行田市消防署　☎550―2123
・ 埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・ 県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談
窓口につながります(携帯電話可)。
・相談時間【月～土曜日】午後７時～翌日午前７時
　　　　　  【日曜日、祝日】午前7時～翌日午前７時
◇埼玉県大人の救急電話相談「♯7000」
・ 県内どこからでも「♯7000」をプッシュし、音声ガ
イダンスに従ってボタン１を押すと相談窓口につ
ながります(携帯電話可)。
・相談時間【毎日】午後6時30分～ 10時30分

子どもの健康 休日急患診療
期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

10月18日（日) 清幸会行田中央総合病院 11月 3日（火)) 壮幸会行田総合病院

10月25日（日)) 壮幸会行田総合病院 11月 8日（日)) 壮幸会行田総合病院

11月 1日（日)) 清幸会行田中央総合病院 　 　
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乳幼児健診
健 診 名　 ４カ月児健診、１歳６カ月児健診、２歳児

歯科健診、３歳児健診
そ の 他　 転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターにご連絡ください。

乳幼児相談 (要申し込み)
日 時　11月5日㈭午前9時30分～11時
対 象　 小学校入学前のお子さん

離乳食教室(初期)(要申し込み)
日 時　 11月10日㈫午前10時30分～ 11時30分

（午前10時15分から受け付け)
対 象　 平成27年5月15日～ 6月14日生まれの

お子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

妊婦健康診査を埼玉県外の
医療機関で受診する方へ

おとなの健康
こころの相談 (要申し込み)
日 時　10月23日㈮　
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場 所　保健センター
対 象　 いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが

乱れている、自分の性格や人間関係に悩ん
でいる、飲酒量が多くやめられないなど、
こころに悩みのある方

そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。

　平成28年4月1日以降に埼玉県外の医療機関で妊
婦健康診査を受診する場合、妊婦健康診査助成券が使
用できない場合があります。
　その場合は、助成券分の金額について医療機関の窓
口でいったんお支払いいただきます。なお、助成券分
の費用については、後日手続きにより払い戻し（償還
払い）ができます。最後の妊婦健康診査受診日または
出産日から６カ月以内に保健センターで手続きを行っ
てください。

必要なもの
・健診時の領収書および診療明細書　
　※再発行されないので紛失に注意してください。
・未使用の妊婦健康診査助成券
・母子健康手帳
・請求者名義の通帳
・認め印

問い合わせ　保健センター

在宅医療窓口
◇「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝た
　きりの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・在宅医療支援センター　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時(土・日曜日、祝日、
年末年始を除く)

◇「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行って
　いる歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時(正午～午後1時を
除く)※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

高齢者のインフルエンザ予防接種
接種期間　10月20日㈫～12月25日㈮
対　　象　 次のいずれかに該当し、接種を希望する方

(インフルエンザの予防接種は義務ではあり
ません）

　　　　　①接種日現在65歳以上の方
　　　　　② 接種日現在60歳以上64歳以下の方で心

臓、腎臓または呼吸器の機能に重度の障
害(身体障害者手帳１級程度)がある方、ま
たはヒト免疫不全ウイルスにより免疫機
能に障害がある方

接種方法　指定医療機関での個別接種(年度内１回)　
　　　　　※指定医療機関へ申し込みください。
費　　用　 1,000円(生活保護受給者の自己負担はあ

りません）
持 ち 物　 予診票(各指定医療機関にあります)、保険

証または生活保護受給者証、対象②に該当
する方は身体障害者手帳

注　　意　 市外での接種希望の方や障害の程度など不
明な点は、事前に保健センターに問い合わ
せください。

指定医療機関一覧　

赤井胃腸科 553―2233 荒木医院 559―3102 池畑クリニック 556―2295

石井クリニック 555―3519 いわね内科クリニック 554―1313 加藤内科医院 556―3253

川島胃腸科 553―0001 河本耳鼻咽喉科 555―2626 行田岡田医院 557―2311

行田協立診療所 556―4581 壮幸会行田総合病院 552―1111 行田中央総合病院 553―2000

行田ふれあいクリニック 555―1155 栗原医院 556―2272 小林内科医院 552―0362

さかつめ内科医院 553―5202 さきたまクリニック 564―6620 島田クリニック 556―3980

田代医院 553―2351 根本医院 555―1261 野口産婦人科 556―4292

ハピネス診療所 559―0082 古田整形外科医院 553―5221 松原医院 553―6700

南川げんきクリニック 554―8835 やまかわ内科クリニック 564―1488 吉田記念山本クリニック 558―3507

次世代デンタル健診
　歯の健康は、若いころからの健康習慣が大切に
なります。この機会に、自分の歯の健康を見直し
ましょう。

日時および対象

効果の高い
サーキット・ウオーキング教室
　ウオーキングは、手軽に誰でもできる有酸素運動です。
また、日常生活でも取り入れやすい運動の一つで、継続
でき脂肪燃焼効果も期待できます。
　今回はウオーキングについて、より効果的に行える姿
勢、速度、歩数、リズムなどについて学び、実践します。

日　　時　 10月29日㈭午前10時～正午(午前9時30
分から受け付け)

場　　所　「行田グリーンアリーナ」メインアリーナ
内　　容　 【サーキット・ウオーキング実践】体の準備

と姿勢、効果的な速度を学びます。
講　　師　新井恵子さん(健康運動指導士)
対　　象　 市内在住でウオーキングなど運動に関心のあ

る方
定　　員　30人(先着順)
持 ち 物　 運動しやすい服装、

室内運動靴、飲み
物、タオル、健康
手帳、筆記用具

申し込み　 10月23日㈮まで
に直接または電話
で保健センター

※当日、本市に住民票のある方

場　　所　保健センター
費　　用　無料
そ の 他　 保育があります。必要な方は申し込み

時に申し出てください。
申し込み　直接または電話で保健センター
問い合わせ　保健センター

期　日 対　象 受付時間

11月26日㈭

妊婦(安定期) 午前8時45分～9時

1歳未満と保護者 午前9時～9時15分

1歳以上と保護者 午前9時15分～9時30分

20歳～39歳の方 午前9時45分～10時
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　10月1日㈭・2日㈮・5日㈪・13日㈫・19日㈪・
　　　　　26日㈪、11月2日㈪・4日㈬・9日㈪
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

おはなし会

日　　時 内　　容 対　　象 協力団体

10月21日、11月11日の水曜日
午前10時30分～11時
※とことこタイムで実施

絵本やパネルシア
ターなど 2、3歳児と保護者 ※図書館職員が実施

10月24日㈯午前11時
絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おはなしタンバリン
11月7日㈯午後2時 おはなしの会
11月14日㈯午後2時 おはなしポケット

読み語りの会 10月18日㈰午後2時 詩やエッセイなどの
朗読 どなたでも可 おしゃべりインコの会

英語児童書
読み聞かせ会 11月8日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本

の読み聞かせ 英語に興味がある方  ハートイングリッシュ  
 スクール 

定例子ども映画会 10月17日㈯午後2時 【上映作品】　トムとジェリー ばら色の人生　他

定例イベント✿親子で楽しいひとときを✿ 

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
9月16日㈬  午前9時　0.07マイクロシーベルト(曇り)　午後3時  0.07マイクロシーベルト(曇り）

放射線量の測定値

※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

　図書館では子供たちにたくさん本を読んでもらえる
ように、借りた本を記録するための小学生用の読書手
帳を配布しています。また、これからママになる方に
向けたマタニティ用の読書手帳も作りました。ぜひご
活用ください。
▶読書手帳の種類と配布方法
　 【小学１年生用】セカンドブック贈呈時に小学校で
配布

  【図書館豆知識 】　
読書手帳をご利用ください

▶日 時　11月３日㈫午後２時
▶場 所　映像ホール
▶ 作 品　「殯

もがり
の森」第60回カンヌ国際映画祭グラ

ンプリ受賞
▶出 演　うだしげき、尾野真千子 他
▶監 督　河瀬直美
▶ 内 容　奈良を舞台に、家族を失った2人の登場
人物である認知症の老人と女性介護士のふれあいを
通して人間の生と死を描いた作品。
▶定 員　80人(先着順)
▶入 場 料　無料

読書週間　特別映画会

　麻薬・覚せい剤、危険ドラッグなどの薬物乱用は、個
人の問題にとどまらず、社会全体に計り知れない危害を
もたらします。特に、危険ドラッグの乱用が若者を中心
に広がっており、使用者本人の健康被害や二次的な死傷
事故が多発しています。
　薬物乱用は自分の人生だけでなく、家族など周りの人
たちの人生までも狂わせてしまいます。「ちょっとなら」
といった甘い考えは命取りです。正しい知識を身に付け、
薬物乱用を根絶しましょう。
▶ 問い合わせ　加須保健所☎0480―61―1216

11月30日まで麻薬・覚せい剤乱用
防止運動を実施します

今月の納税
市県民税 ・・・・・・・・・・・・・・・3期
国民健康保険税 ・・・・・・・・・・・・4期
介護保険料 ・・・・・・・・・・・・・・4期
後期高齢者医療保険料 ・・・・・・・・・4期

納期限　11月2日㈪
市税の納付には、｢安心！確実！便利！｣な口座振替
をご利用ください。

・Ｂ勘あり！(飯田真弓／著)
・Ｄ機関情報(西村京太郎／著)
・ＩＱは金で買えるのか(行方史郎／著)
・ピースケのぼうけん(きくちひでお／作)
・ダヤンとうさぎの赤ちゃん(池田あきこ/著)
・日本の伝統野菜(坂木利隆/監修)

新 着 図 書

談相種各 （10月15日～11月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） VIVAぎょうだ
10月27日㈫、11月12日㈭
※ 予約はその月の１日から(土・日曜日、
祝日の場合は翌日）

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）行政 コミュニティセン

ター南河原 11月2日㈪　　 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 11月11日㈬※予約制 午後1時～ 5時

（受け付けは午後4時まで）
埼玉県行政書士会埼北
支部☎554―2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 各土曜日は市内在住の方を対象に電話
相談も受け付けます

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 地域交流センター 11月11日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課
（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

水道料金の
休日納付 水道庁舎（前谷） 11月1日㈰　 午前8時30分～正午

水道課
☎553―0131水道料金の

夜間納付 水道庁舎（前谷） 10月20日㈫・27日㈫、
11月10日㈫　 午後5時15分～ 7時

　県では、受動喫煙による健康への悪
影響を防止するため、全面禁煙・空間
分煙実施施設認証制度を設けています。
本市にも認証されている飲食店、事業
所が多くあります（平成27年8月31日
現在の市内認証施設数は全面禁煙111
施設、空間分煙18施設です）。
　認証されている施設には、ステッカー
が貼られていますので、お店選びの参
考にしてみてはいかがでしょうか。
▶ 問い合わせ　加須保健所☎0480―
61―1216

　 きれいな空気の飲食店、事業所は
　 このステッカーが目印

　11月3日㈫に彩の国駅伝競走大会が開催されます。開
催に伴い、午前9時30分から10時10分まで市内を通
る国道17号の交通規制を行います。なお、選手の通過時
間により、規制時間が前後する場合がありますので、ご
了承ください。
※交通規制、迂

うかい
回については警察官の指示に従ってください。

※市内循環バスの運行が一部変更となります。
▶問い合わせ　スポーツ振興課振興担当☎556―8336

彩の国駅伝競走大会に伴い
交通規制を実施します

　 【小学２～６年生用】利用カードをお持ちの方に図
書館で配布
　【マタニティ用】市民課で母子健康手帳交付時に配布
　※ 紛失した場合の再交付は実費となりますので、ご

注意ください。
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　9月5日、「みらい」文化ホールで敬老祝賀式典が開催され
ました。
　この式典では、在宅高齢者の介護などで高齢者福祉に功
績のあった敬老模範家庭と三夫婦世帯、さらには今年度結
婚50年を迎える金婚夫婦を表彰するものです。金婚夫婦
207組を代表して、工藤市長から表彰状と記念品の贈呈を受
けた高山昇二郎さん・景子さんは「栄えある表彰を賜り光栄
です。お世話になった方にお礼を申し上げたいです」と話し、
喜びの表情を浮かべていました。なお、敬老模範家庭と三
夫婦世帯については「市報ぎょうだ」11月号で紹介します。

　8月18日・19日に図書館で夏休み体験イベント「こ
ども司書チャレンジ～やってみよう、図書館の仕事」
が行われました。
　このイベントに小学5・6年生の4人が参加。カウ
ンターでの貸し出しや返却の受け付け、書架整理、
館内展示の本の選定を行い図書館での仕事を体験
しました。また、19日には幼児向けの読み聞かせ
をに挑戦し、ぬいぐるみを使った演出や折り紙で作っ
たお土産をプレゼントするなど工夫を凝らしながら、
来場者を楽しませていました。

家内安全と厄除けを願って

敬老祝賀式典で
金婚夫婦207組を表彰

　多くの尊い命が犠牲となった戦争から70年目の節目を迎えた今年、平
和の大切さ、尊さを改めて感じてもらおうと8月25日にコミュニティセン
ターみずしろで「平和」をテーマにしたイベントが行われました。
　この日、始めに行われたのが市内在住のアート書道家である美蓮さん
による平和をテーマにした書道パフォーマンス。三味線の生演奏に合
わせ、2メートル×4メートルの大きな和紙に「今を感謝　平和　ＰＥＡＣＥ　
愛　ＬＯＶＥ　祈」と書き、美蓮さん自身の平和に対する思いをアート書で
表現しました。終了後は、「アート書入門講座」も開催され、美蓮さんのパ
フォーマンスを見た多くの受講者でにぎわっていました。また、講座終了
後には、被爆体験者講演会も行われました。講師は、広島市生まれで被
爆を体験した埼玉県原爆被害者協議会事務局長の原明範さん。自身の
被爆体験談を語り、戦争の悲惨さや恐ろしさを熱心に伝えていました。

消防団員による熱い戦い

　8月22日に治
はる
子
こ
神社、興徳寺に下中条の獅子舞が奉納さ

れました。
　下中条の獅子舞は、江戸時代から下中条地区に伝わり、
県の指定民俗文化財になっています。この日演じたのは「棒
術」「弓」など5演目。笛と太鼓の音に合わせ、3匹の獅子
が息の合った舞を披露し、観客を魅了していました。

　9月8日に南河原小学校で、昔の遊び体験が行われま
した。
　この体験は毎月2回、小学1・2年生を対象に昼休みを使っ
て実施されています。この日も、遊びを教える南河原昔の
子どもの遊びを保存する会の方の指導で、こまやだるま落と
し、手作りの魚釣りなどさまざまな遊びに挑戦しました。普
段と違った遊びに、子供たちは夢中になっているようでした。

懐かしの昔遊びを体験

図書館の仕事に挑戦 ！

　星宮小学校で作成している「星宮かるた」の制作作業が9月12日に行
われました。
　「星宮かるた」とは、平成28年3月に開校130周年を迎える同校と、開
校60周年を迎える熊谷市立星宮小学校が連携して作成している地域の
事柄や場所を取り入れたオリジナルかるたです。今年の春休みに同校の
児童が詠んだ句の中から、地元住民を中心とした星宮かるた制作実行委
員会が読み札として23句を選定。この日は、児童が描いた絵札の最終
仕上げを6年生が行いました。「星宮かるた」は来年3月に行われる開校
130周年記念式典でお披露目の後、学区域に全戸配布される予定です。

平和への祈りを込めて

開校130周年を記念した
地域かるたを作成

　9月13日、消防署で第43回行田市消防団操法大会が開催されました。
　この大会は、消火活動における基本動作をいかに正確かつ迅速に行う
かを競うもの。各分団を代表して小型ポンプの部、自動車ポンプの部に出
場した選手は、真夏に行ってきた練習の成果を思う存分発揮していました。
なお、小型ポンプの部では、団本部第2警備隊が優勝。また自動車ポンプ
の部では、北部第8分団が16連覇の偉業を達成しました。



広　場

　
東
日
本
メ
デ
ィ
コ
ム
株
式
会
社
は
昭
和
54

年
の
創
業
以
来
、
病
院
や
診
療
所
、
調
剤
薬

局
で
使
わ
れ
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
販

売
と
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
開
発
を
し
て
い
ま
す
。

患
者
の
電
子
カ
ル
テ
や
処
方
箋
の
管
理
、
診

療
報
酬
の
算
定
と
い
っ
た
業
務
を
迅
速
か
つ

正
確
に
処
理
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
、
医
療

機
関
の
業
務
の
効
率
化
を
支
え
て
い
ま
す
。

「
私
た
ち
は
現
場
の
要
望
を
反
映
さ
せ
な
が

ら
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
設
計
か
ら
構
築
ま
で

一
貫
し
て
自
社
で
行
っ
て
い
ま
す
。
自
社
で

開
発
し
た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
を
通
じ
て
全
国
の
調
剤
薬

局
さ
ま
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
学

系
の
大
学
と
連
携
し
、
共
同
研
究
す
る
こ
と

で
使
い
や
す
さ
を
追
求
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」

と
代
表
取
締
役
の
松
本
運
造
さ
ん
は
開
発
の

裏
側
を
語
り
ま
す
。
現
場
で
の
声
を
重
視
し

て
開
発
し
た
結
果
、
優
れ
た
商
品
が
誕
生
。

現
在
で
は
県
内
の
医
療
機
関
や
調
剤
薬
局
に

お
い
て
約
40
パ
ー
セ
ン
ト
の
シ
ェ
ア
を
占
め

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
仕
事
で
付
き
合
い
の
あ
っ
た
医
師

か
ら
太
陽
光
発
電
が
で
き
な
い
か
と
相
談
さ

れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
平
成
16
年
よ
り

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
を
中
心
と
し

た
環
境
事
業
も
開
始
し
ま
し
た
。「
未
来
の

子
供
達
に
き
れ
い
な
地
球
を
残
し
ま
せ
ん
か
」

を
合
言
葉
に
、
医
療
事
業
で
培
っ
た
信
頼
を

生
か
し
て
、
医
療
機
関
や
医
療
関
係
者
に
太

陽
光
発
電
の
設
置
を
提
案
。
ま
た
、
一
般
住

宅
へ
の
設
置
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
平

成
26
年
度
ま
で
行
田
エ
コ
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
官
民
連
携
の

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
促
進
の

取
り
組
み
に
も
協
力
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

熊
谷
市
・
鴻
巣
市
・
羽
生
市
に
、
大
規
模
な

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
営
し
た
り
、
本

社
社
屋
に
も
発
電
シ
ス
テ
ム
を
取
り
付
け
た

り
と
会
社
を
挙
げ
て
ソ
ー
ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
と
二
酸
化
炭
素
削
減
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
松
本
さ
ん
は
「
今
、

私
た
ち
は
『
先
制
医
療
』
に
注
目
し
て
い
ま

す
。
先
制
医
療
と
は
病
気
の
発
生
を
未
然
に

防
ぐ
予
防
医
療
の
こ
と
で
す
。
健
康
で
居
続

け
る
た
め
の
食
事
管
理
に
つ
い
て
シ
ス
テ
ム

開
発
が
で
き
な
い
か
考
え
て
い
ま
す
」と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
環
境
事
業
で
も
二

酸
化
炭
素
削
減
に
向
け
、
新
た
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
検
討
し
て
い
る
そ
う
で
す
。「
医
療
」
と

「
環
境
」
異
な
る
2
つ
の
分
野
で
躍
進
し
続
け

る
同
社
。
こ
れ
か
ら
も
人
々
が
健
や
か
に
暮

ら
し
て
い
け
る
未
来
の
創
造
を
目
指
し
ま
す
。
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高
校
野
球
が
始
ま
っ
て
１
０
０
年
と
い
う
節
目
を
迎

え
た
今
年
の
夏
。
第
97
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会

に
出
場
し
た
花
咲
徳
栄
高
等
学
校
は
、
同
校
初
の
ベ
ス

ト
8
に
進
出
し
ま
し
た
。
今
月
は
高
校
球
児
誰
も
が
憧

れ
る
場
所
、
聖
地
「
甲
子
園
」
で
チ
ー
ム
の
正
捕
手
と

し
て
活
躍
し
た
笹
谷
拓
海
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
笹
谷
さ
ん
は
、
小
学
2
年
生
の
と
き
に
水
城
少
年
野

球
チ
ー
ム
に
入
団
し
ま
し
た
。「
バ
ッ
タ
ー
が
空
振
り

し
た
ボ
ー
ル
を
捕
球
し
た
と
き
に
、
ミ
ッ
ト
か
ら
鳴
り

響
く
音
が
心
地
い
い
」
と
い
う
理
由
か
ら
自
ら
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
を
希
望
。
6
年
生
に
な
る
と
県
大
会
で
準
優
勝

し
、
行
田
の
選
抜
チ
ー
ム
に
も
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
中

学
時
代
は
熊
谷
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
に
所
属
。
そ
こ
で
、
自

身
の
野
球
セ
ン
ス
を
磨
い
て
い
き
ま
し
た
。

　
高
校
は
、
甲
子
園
出
場
経
験
が
あ
る
花
咲
徳
栄
高
等

学
校
へ
。
強
豪
校
か
ら
多
数
誘
い
を
受
け
ま
し
た
が
、

岩
井
監
督
か
ら
「
お
前
が
い
れ
ば
甲
子
園
に
行
け
る
」

と
い
う
言
葉
を
も
ら
っ
た
こ
と
が
決
め
手
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。
1
年
生
の
秋
の
県
大
会
か
ら
ベ
ン
チ
入
り
し
、

2
年
生
の
春
に
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
獲
得
。
3
年
生
が
引

退
す
る
と
、
副
主
将
と
し
て
新
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て

い
く
存
在
に
な
り
ま
し
た
。「
甲
子
園
に
行
く
の
は
俺

た
ち
だ
」。
強
い
気
持
ち
で
秋
の
県
大
会
に
臨
み
ま
し

た
が
準
決
勝
で
敗
退
し
、
甲
子
園
出
場
の
チ
ャ
ン
ス
は

夏
の
大
会
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
埼
玉
県
の
頂
点
を
目
指
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

徳
栄
ナ
イ
ン
で
す
が
、
春
か
ら
練
習
試
合
で
勝
て
な
い

日
々
が
続
い
た
そ
う
で
す
。
笹
谷
さ
ん
は
「
あ
の
時
期

は
バ
ッ
テ
リ
ー
の
力
が
弱
い
と
言
わ
れ
続
け
、
本
当
に

つ
ら
か
っ
た
で
す
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
ベ
ス
ト
ボ
ー
ル
を
生
か
す
配
球
を
考
え

続
け
、
投
手
陣
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
繰
り
返
し
た
こ

と
に
よ
り
本
来
の
調
子
を
取
り
戻
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
高
校
最
後
の
夏
、
投
打
が
か
み
合
っ
た
チ
ー
ム
は
決

勝
に
進
出
し
ま
す
。
笹
谷
さ
ん
は
こ
の
大
一
番
で
、
強

気
な
リ
ー
ド
と
強
肩
で
投
手
陣
を
支
え
ま
し
た
。
そ
し

て
5
対
2
で
迎
え
た
最
終
回
、
相
手
打
線
の
猛
攻
を
受

け
る
も
最
後
の
打
者
を
三
振
に
打
ち
取
り
、
つ
い
に
夢

舞
台
へ
の
切
符
を
手
に
し
た
の
で
す
。
甲
子
園
で
は
打

者
と
し
て
も
活
躍
。
3
回
戦
で
決
勝
打
を
放
ち
、
ベ
ス

ト
8
進
出
の
立
役
者
に
な
り
ま
し
た
。
準
々
決
勝
で
は

優
勝
校
の
東
海
大
相
模
に
惜
敗
し
、
高
校
野
球
に
別
れ

を
告
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
笹
谷
さ
ん
は
「
悔

い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
の
夏
は
目
一
杯
野
球
を
楽
し

め
ま
し
た
」
と
晴
れ
や
か
な
表
情
を
浮
か
べ
ま
す
。

　
今
後
、
大
学
で
野
球
を
続
け
る
と
い
う
笹
谷
さ
ん
は

「
将
来
は
プ
ロ
野
球
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
い
」
と
目

標
を
語
り
ま
す
。
球
界
を
代
表
す
る
強
肩
強
打
の
捕
手

を
目
指
し
て
、
17
歳
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

代表取締役　松本 運造
【事業内容】 医事コンピューターと
電子カルテの販売およびサポート、
医療機関および調剤薬局用ソフトウ
エアの開発・販売、太陽光発電システ
ムの販売・オール電化製品の販売
【住所】 斎条128

東日本メディコム株式会社
医療と環境から人々の健やかな生活を支える

めましてはじ ○ 10月1日㈭～30日㈮に電話またはEメールで
広報広聴課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、11月2日㈪午前11時か
ら市役所203会議室で公開抽選を行います。

櫻
庭
　
実み
の
る ち

ゃ
ん （
持
田
）

平
成
26
年
10
月
11
日
生
ま
れ

父
・
誠
さ
ん　
母
・
良
子
さ
ん

「
い
つ
も
元
気
を
あ
り
が
と
う
♡
」

新
矢
　
彩あ
や
の乃 

ち
ゃ
ん （
門
井
町
）

平
成
26
年
10
月
30
日
生
ま
れ

父
・
雄
大
さ
ん　
母
・
理
恵
さ
ん

村
社
　
朋と
も
き輝 

ち
ゃ
ん （
棚
田
町
）

平
成
26
年
10
月
8
日
生
ま
れ

父
・
朋
洋
さ
ん　
母
・
範
枝
さ
ん

「
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル

 

彩
乃
で
す
♡
」

「
実
桜
お
姉
ち
ゃ
ん
と

 

仲
良
く
ね
♡
」

高
野
　
心み

ゆ優 

ち
ゃ
ん （
城
西
）

平
成
26
年
10
月
3
日
生
ま
れ

父
・
信
人
さ
ん　
母
・
里
沙
さ
ん

「
元
気
に
大
き
く
な
あ
れ
♡
」

塩
川
　
楓ふ
う
か華 

ち
ゃ
ん （
門
井
町
）

平
成
26
年
10
月
20
日
生
ま
れ

父
・
達
也
さ
ん　
母
・
美
佳
さ
ん

「
い
っ
ぱ
い
食
べ
て

 

大
き
く
な
っ
て
」

利
根
川 

敦あ
つ
ゆ
き之 

ち
ゃ
ん （
門
井
町
）

平
成
26
年
10
月
30
日
生
ま
れ

父
・
惇
さ
ん　
母
・
貴
子
さ
ん

「
す
く
す
く
大
き
く
な
っ
て
ね
！
」

 

富
士
見
町 

お
お
ば
水
杜

七
日
目
の
蝉
鳴
け
り
我
何
な
さ
ん

 

荒
木 

藤
田
　
栄
之

清
貧
の
昭
和
は
遠
し
芋
の
飯

 

谷
郷 

大
谷
　
峯
生

い
つ
も
風
先
に
来
て
ゐ
る
秋
ざ
く
ら

 

城
西 

鈴
木
　
正
夫

荒あ
ば
屋ら

や
も
慣
れ
れ
ば
楽
し
蝉
し
ぐ
れ

 

南
河
原 

今
村
　
文
女

軸
変
え
て
床
の
間
は
は
や
秋
に
入
る

 

荒
木 

髙
澤
よ
ね
子

語
り
継
ぐ
奇
北
の
句
碑
や
秋
の
寺

 

荒
木 

藤
田
　
明
枝

通
草
の
実
ぱ
く
り
と
開
き
空
を
知
る

 

持
田 

二
瓶
　
弘
子

下
駄
ば
き
で
三
々
五
々
の
遠
花
火

 

富
士
見
町 

鈴
木
ス
イ
子

空
蝉
の
皆
天
辺
を
目
指
し
を
り

 

渡
柳 

川
田
　
静
江

原
爆
忌
い
つ
も
と
同
じ
朝
む
か
え

 

天
満 

青
柳
　
欣
吾

法
師
蝉
余
命
知
っ
て
か
か
し
ま
し
く

 

持
田 

小
倉
　
繁
三

碁
敵
の
突
如
の
訃
報
夏
の
朝

 

持
田 

伊
藤
　
洋
子

向
日
葵
は
天
を
仰
ぎ
て
焦
げ
も
せ
ず

 

棚
田
町 

春
田
　
枕
流

頬
撫
で
る
利
根
の
川
風
秋
近
し

 

桜
町 

𠮷
岡
　
守
子

い
く
度
も
カ
レ
ー
を
食
べ
た
夏
終
る

 

持
田 

荻
原
　
義
久

鈴
虫
に
見
惚
れ
る
妻
の
微
笑
か
な

 

富
士
見
町 

森
　
　
節
子

鈴
虫
の
音
色
聞
き
つ
ゝ
床
に
就
く

 

持
田 

伊
藤
　
成
美

夕
餉
ど
き
会
話
遮
る
蝉
時
雨

 

持
田 

田
中
　
和
夫

稲
な
が
め
雀
の
家
族
実
り
待
つ

 

忍 

飯
島
　
素
子

独
り
で
に
根
付
き
し
百
合
を
今
朝
の
供
華

 

（
三
沢
　
一
水
　
監
修
）

★★★ 平成26年 10月生まれ のおともだち ★★★

平成26年12月生まれのお子さんを募集します

捕
手
と
し
て
チ
ー
ム
を
支
え
、

 

甲
子
園
ベ
ス
ト
8
進
出
の
原
動
力
に

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

笹
谷 

拓
海 

さ
ん
（
17
歳
・
佐
間
）
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▼
日
時
　
10
月
29
日
～
11
月
19
日
の

毎
週
木
曜
日
（
全
4
回
）
午
後
1
時

30
分
～
3
時　
▼
場
所
　
総
合
福
祉

会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
お
よ
び
市

内
の
運
動
公
園
な
ど　
▼
内
容
　
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
体
も

心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る　

▼
講

師
　
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　
▼

対
象
　
市
内
在
住
で
お
お
む
ね
65
歳

の
方
（
30
分
以
上
連
続
し
た
歩
行
が

で
き
る
こ
と
）
※
医
師
か
ら
運
動
が

制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
事
前
に

主
治
医
に
確
認
す
る
こ
と　

▼
定

員
　
20
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　

【
保
険
料
、
資
料
代
な
ど
】
３
０
０

円
（
事
前
に
徴
収
）【
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
料
】
1
回
２
０
０

円
（
持
参
の
場
合
は
不
要
）　
▼
持

ち
物
　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
、

タ
オ
ル
、
運
動
し
や
す
い
服
装
、
着

替
え
、
飲
み
物
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

ポ
ー
ル
（
お
持
ち
の
方
）　

▼
申
・

問
　
10
月
23
日
㈮
午
前
9
時
か
ら
直

接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

講
座
・
教
室

高
齢
者
ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
教
室
（
秋
コ
ー
ス
）

▼
日
時
　
11
月
10
日
・
17
日
・
24
日
、

12
月
8
日
・
22
日
の
火
曜
日
（
全

5
回
）
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30

分　
▼
場
所
　
総
合
福
祉
会
館
「
や

す
ら
ぎ
の
里
」
交
流
創
作
室
お
よ
び

窯
場　
▼
対
象
　
市
内
在
住
で
60
歳

以
上
の
方
ま
た
は
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
方
（
介
添
え
も
同
行
可
）　
▼

定
員
　
12
人
（
先
着
順
）　
▼
参
加
費
　

1
千
円　
▼
持
ち
物
　
汚
れ
て
も
い

い
服
装
、
使
い
古
し
の
歯
ブ
ラ
シ
・

手
拭
い
、
エ
プ
ロ
ン　
▼
申
・
問
　
10

月
27
日
㈫
午
前
9
時
か
ら
直
接
ま
た

は
電
話
で
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
期
日
　
11
月
の
水
・
木
曜
日　
▼

時
間
　【
水
曜
日
】
午
後
5
時
～
7
時

【
木
曜
日
】
午
後
7
時
～
9
時　
▼

場
所
　「
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」

柔
道
場　
▼
内
容
　
空
手
や
カ
ン
フ
ー

な
ど
複
数
の
武
道
を
学
び
、
礼
儀
作

法
や
護
身
術
を
身
に
付
け
る　
▼
対
象
　

4
歳
以
上　
▼
費
用
　

1
千
５
０
０

円
（
保
険
代
を
含
む
）　
▼
そ
の
他
　

要
予
約　
▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委

員
会　

▼
問
　
総
合
武
術
教
室
武

陶
芸
教
室
（
秋
コ
ー
ス
）

子
ど
も
総
合
武
道
体
験
教
室

楽
鑑
賞
会
を
開
催
。
今
回
は
、
ブ
ラ
ジ

ル
か
ら
来
た
研
修
員
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

で
話
せ
る
コ
ー
ナ
ー
も
出
展
す
る　
▼

参
加
無
料
　
▼
問
　
同
セ
ン
タ
ー
☎

５
５
６
―
３
３
１
９

▼
日
時
　
11
月
28
日
㈯
午
前
10
時

～
正
午　

▼
場
所
　
牧
禎
舎
（
忍

1
―
4
―
11
）　
▼
内
容
　
藍
染
め

さ
れ
た
ミ
ニ
エ
コ
バ
ッ
グ
に
筆
を

使
っ
て
抜
染
剤
で
絵
を
描
き
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
グ
を
作
る　

▼
対

象
　
小
学
4
年
生
以
上
の
方　
▼
定

員
　

5
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　

2
千
５
０
０
円　
▼
主
催
　
ぎ
ょ
う

だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

▼
そ

藍
染
め
バ
ッ
グ
に
絵
を
描
こ
う

抜ば
っ
せ
ん染
体
験

ホ
ー
ル　
▼
曲
目
　「
唱
歌
の
四
季
」

「
春
の
な
わ
と
び
」「
武
満
徹
の
合
唱

曲
」
な
ど　

▼
出
演
　
浜
田
邦
夫

（
指
揮
）、
大
澤
恵
子
（
ピ
ア
ノ
）、

三
つ
の
合
唱
団　
▼
入
場
無
料
　
▼

後
援
　
行
田
市
教
育
委
員
会　
▼
問
　

塚
本
☎
５
５
４
―
５
１
４
５

▼
日
時
　
10
月
30
日
㈮
午
前
10
時
～

11
時
（
雨
天
中
止
）　

▼
集
合
場
所
　

大
長
寺
忍
川
側
あ
ず
ま
や
付
近　
▼

清
掃
場
所
　
忍
川
栄
橋
か
ら
旭
橋
ま

で
の
６
０
０
メ
ー
ト
ル
区
間
の
ご
み
を

拾
い
、
環
境
美
化
活
動
を
行
う　
▼

参
加
無
料
　
▼
そ
の
他
　
汚
れ
て
も

い
い
服
装
、
長
靴
、
運
動
靴
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。　
▼
問
　
行
田
市
民
大
学

同
窓
会
忍
川
環
境
を
見
守
る
会
小
林
☎

０
８
０
―
１
０
９
５
―
３
７
６
４

▼
日
時
　
10
月
17
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
3
時
30
分
（
入
場
は
午
後
3
時

ま
で
）　
▼
場
所
　
県
立
総
合
教
育
セ

ン
タ
ー　
▼
内
容
　
子
供
た
ち
の
好
奇

心
や
探
求
心
の
伸
長
を
図
る
た
め
、
セ

ン
タ
ー
施
設
設
備
や
展
示
品
な
ど
を

公
開
す
る
と
と
も
に
、
工
作
や
科
学
実

験
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
教
室
や
音

忍
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

セ
ン
タ
ー
一
般
公
開

「
集
ま
れ
！〝
セ
ン
タ
ー
探
検
隊
〟」

▼
日
時
　
11
月
15
日
㈰
午
前
9
時
30

分
～
午
後
3
時
30
分
（
午
前
8
時
30

分
か
ら
交
通
規
制
開
始
）　
▼
場
所
　

総
合
公
園
周
辺　
▼
内
容
　

1
周
2

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を
自
転
車

で
走
行
し
、
タ
イ
ム
を
競
う　
▼
主

催
　
日
本
学
生
自
転
車
競
技
連
盟　

▼
後
援
　
行
田
市
、
行
田
市
教
育
委

員
会
他　
▼
問
　
同
連
盟
事
務
局
☎

０
３
―
３
４
８
１
―
２
３
６
９

▼
日
時
　
10
月
17
日
㈯
午
後
1
時
～

5
時
（
午
後
0
時
30
分
か
ら
受
け
付

け
）
※
雨
天
決
行　
▼
場
所
　
忍
城

址　
▼
内
容
　
市
内
で
活
動
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
家
の
演

奏
を
聴
く　
▼
入
場
無
料
　
▼
主
催
　

公
益
社
団
法
人
行
田
青
年
会
議
所　

▼
後
援
　
行
田
市　
▼
問
　
同
会
議

所
事
務
局
☎
５
５
６
―
４
１
１
５

▼
日
時
　
11
月
28
日
㈯
午
後
1
時
45

分
開
演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館

イ
ベ
ン
ト

全
日
本
学
生
Ｒ
Ｃ
Ｓ
第
10
戦

浮
城
の
ま
ち
行
田
ラ
ウ
ン
ド　
第
10
回

東
京
六
大
学
対
抗
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
大
会

ま
ち
メ
ロ
の
日

～
音
楽
で
ま
ち
が
変
わ
る
時
～

第
6
回
邦
友
会
演
奏
会

活
道M

artial Arts Life 

福
田
☎

０
９
０
―
３
５
９
４
―
９
５
９
０

▼
日
時
　
11
月
21
日
㈯
午
後
2
時

30
分
～
4
時　
▼
場
所
　
忠
次
郎
蔵

（
忍
1
―
4
―
6
）　
▼
内
容
　
登

録
有
形
文
化
財
「
忠
次
郎
蔵
」
で
そ

ば
打
ち
を
体
験
す
る　
▼
定
員
　
18

人
（
先
着
順
）　
▼
参
加
費
　

1
千
円　

▼
持
ち
物
　
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
持

ち
帰
り
用
パ
ッ
ク　
▼
主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
忠
次
郎
蔵　
▼
そ
の
他
　
希
望

者
に
は
引
き
続
き
中
級
・
上
級
も
用

意
し
て
い
ま
す
。　
▼
申
・
問
　
11

月
20
日
㈮
ま
で
に
同
法
人
☎
５
５
６

―
９
９
８
８（
火
～
日
曜
日
の
午
前

10
時
～
午
後
3
時
）
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://

忠
次
郎
蔵.biz

）

▼
日
時
　
10
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

（
全
2
回
）
午
前
9
時
30
分
～
午
後

3
時　
▼
場
所
　
中
央
公
民
館
創
作

室
（「
み
ら
い
」
内
）　
▼
内
容
　
モ

デ
ル
を
見
な
が
ら
テ
ラ
コ
ッ
タ
粘
土

で
胸
像
を
作
成
す
る
（
後
日
、
焼
成

し
て
作
品
を
お
渡
し
し
ま
す
）　
▼

講
師
　
中
島
睦
雄
さ
ん
、
塩
原
康
生

さ
ん
、
木
暮
照
子
さ
ん　

▼
定
員
　

忠
次
郎
蔵
蕎
麦
打
ち
教
室

第
23
期
生
（
初
級
）

２
０
１
５
彫
刻
制
作
会

の
他
　
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。　
▼
申
・
問
　
電

話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
☎
５
５
２
―
１
０
１
０
（
午

前
10
時
～
午
後
4
時
）【
Ｅ
メ
ー
ル
】

m
akitei@

tabigura.net

▼
日
時
　
10
月
29
日
㈭
～
11
月
3
日

㈫
午
前
10
時
～
午
後
6
時　
▼
場
所
　

八
木
橋
百
貨
店
オ
ー
プ
ン
ギ
ャ
ラ

リ
ー
熊
谷
（
熊
谷
市
仲
町
74
）　
▼
内

容
　
平
和
な
日
本
に
感
謝
し
て
戦
時

中
の
雑
誌
、
お
も
ち
ゃ
、
す
ご
ろ
く
、

引
札
、
か
る
た
、
人
形
な
ど
を
展
示

す
る　
▼
入
場
無
料
　
▼
問
　
栗
原

☎
０
９
０
―
１
５
３
５
―
４
４
６
０

戦
時
の
時
代　
資
料
展

15
人　
▼
参
加
費
　

3
千
５
０
０
円

（
材
料
費
）　
▼
そ
の
他
　
昼
食
を

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。　
▼
申
・
問
　

10
月
7
日
㈬
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
木
暮
☎
５
５
６
―
６
６
５
７

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
電
話
番
号
と
同
じ
）

▼
日
時
　
11
月
1
日
㈰
午
後
3
時
30

分　
▼
場
所
　
ベ
ル
ヴ
ィ
ア
イ
ト
ピ

ア　
▼
内
容
　
石
井
義
則
さ
ん
（
医

療
法
人
葦
の
会
理
事
長
）
に
よ
る
講

演
「
歩
け
る
こ
と
の
大
切
さ
―
元
気

で
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

―
」　
▼
入
場
無

料
　
▼
主
催
　
熊
谷
高
校
同
窓
会
行

田
支
部　
▼
問
　
同
支
部
事
務
局
☎

５
５
４
―
５
１
７
４

▼
日
時
　
10
月
24
日
㈯
【
セ
ミ

ナ
ー
】
午
後
1
時
30
分
～
3
時

【
個
別
相
談
】
午
後
3
時
10
分
～
4

時
45
分　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー

４
０
４
研
修
室　
▼
セ
ミ
ナ
ー
テ
ー

マ
　【
第
1
部
】
成
年
後
見
と
は
？

【
第
2
部
】
相
続
発
生
後
に
必
要

な
手
続
き　

▼
定
員
　
15
人
（
先

着
順
・
予
約
制
）　

▼
申
・
問
　
後

見
・
遺
言
・
相
続
手
続
き
研
究
会
☎

５
９
８
―
３
９
１
５

熊
谷
高
校
同
窓
会

行
田
支
部
講
演
会

第
46
回
成
年
後
見
・
遺
言
・

相
続
無
料
セ
ミ
ナ
ー

行田協立診療所および各支部の健康まつり
日時 場所 内容

行田東支部健康まつり
10月18日㈰
午後1時30分
～ 4時

長野公民館
健康チェック、
子ども会の太
鼓演奏

行田協立診療所健康まつり
10月25日㈰
午前10時
～午後2時

行田協立
診療所

健康チェック、
ステージ企画
など

見沼支部健康まつり
11月25日㈬
午前10時30分
～午後2時

荒木公民館 健康チェック、
記念講演

※ 健康チェックは血圧、体脂肪、骨密度測定、
尿検査などを行います。

▼後 援　行田市

▼問い合わせ　 行田協立診療所髙橋
　　　　　　☎556―6755

広告広告
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▼
日
時
　
11
月
7
日
㈯
午
後
1
時
10

分
〜
3
時
15
分　
▼
場
所
　「
み
ら

い
」
文
化
ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
上
杉

邦
憲
さ
ん
（
旧
米
沢
藩
主
上
杉
家
17

代
当
主
他
）
に
よ
る
講
演
「
謙
信
か

ら
宇
宙
ま
で
〜
歴
史
は
駅
伝
の
よ
う

に
〜
」　
▼
定
員
　
５
０
０
人
（
先

着
順
）
※
整
理
券
あ
り　
▼
参
加
無

料
　
▼
主
催
　
公
益
財
団
法
人
忍
郷

友
会　
▼
後
援
　
行
田
市
、
行
田
市

教
育
委
員
会　
▼
申
　
往
復
は
が
き

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
郵
送
で
公
益
財
団
法

人
忍
郷
友
会
事
務
局
（
〒
３
６
１

―
０
０
７
３ 

行
田
市
行
田
5
―
10 

ス
リ
ー
ハ
ー
ト
ビ
ル
3
階
）　
▼
問
　

同
会
事
務
局
☎
５
５
６
―
９
０
０
０

（
月
・
木
曜
日
の
み
）

▼
日
時
　
11
月
22
日
㈰
午
前
9
時
開

会　

▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ　

▼
種
目
　
団
体
戦
【
男

子
】
1
部
・
2
部
（
4
単
1
複
方

式
）
1
チ
ー
ム
4
人
以
上
【
女
子
】

1
部
・
2
部
（
2
単
1
複
方
式
）
1

チ
ー
ム
3
人
以
上　
▼
対
象
　
市
内

公
益
財
団
法
人
忍
郷
友
会

創
立
110
周
年
記
念
講
演
会

ス
ポ
ー
ツ

行
田
市
民
卓
球
大
会

秋
季
団
体
戦

▼
日
時
　
11
月
7
日
㈯
午
後
1
時
〜

4
時　
▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う

だ
研
修
室　
▼
内
容
　
弁
護
士
、
税

理
士
、
不
動
産
業
者
に
よ
る
不
動
産

に
関
す
る
悩
み
事
相
談　

▼
主
催
　

公
益
社
団
法
人
全
日
本
不
動
産
協
会

大
宮
支
部　

▼
そ
の
他
　
要
予
約

（
空
き
状
況
に
よ
り
当
日
受
け
付
け

も
可
）　

▼
申
・
問
　
大
塚
（（
株
）

日
本
ク
リ
エ
ー
ト
内
）
☎
０
４
８
―

６
５
１
―
５
１
５
５

▼
日
時
　
11
月
22
日
㈰
午
前
10
時
〜

正
午　
▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　
▼
対
象
　
真
剣

に
結
婚
を
考
え
て
い
る
独
身
の
男
女

ま
た
は
そ
の
家
族　
▼
そ
の
他
　
予

約
不
要　
▼
問
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田

結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
０
―

２
４
１
６
―
９
６
９
２

相
　
　
談

不
動
産
無
料
相
談
会

無
料
結
婚
相
談
会

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方　

▼
参

加
費
　
1
チ
ー
ム
に
つ
き
【
男
子
】

3
千
円
【
女
子
】
2
千
円
※
連
盟
未

登
録
チ
ー
ム
は
1
千
円
増
し
※
学
生

も
同
額　
▼
注
意
　
当
日
不
参
加
の

場
合
、
参
加
費
の
返
金
不
可　

▼

申
　
種
目
、
チ
ー
ム
名
、
メ
ン
バ
ー

名
を
記
入
の
上
、
11
月
4
日
㈬
午

後
7
時
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
行
田
市
民
卓
球
大
会
受
付
事
務
局

平
塚
（
〒
３
６
１
―
０
０
１
２ 

行

田
市
下
須
戸
１
３
９
５
）【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

５
５
９
―
２
５
８
１　
▼
問
　
同
事

務
局
平
塚
☎
５
５
９
―
３
７
１
４
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【住民基本台帳人口】 行田市の人口と世帯 人口83,836人　男41,719人　女42,117人　世帯数34,019世帯

（平成27年9月1日現在） 8月中の異動　出生56人　転入等216人　死亡75人　転出等229人

古
代
蓮
の
里

「
秋
の
感
謝
デ
ー
」

▼
期
日
　
10
月
10
日
㈯
〜
12
日
㈪　

▼
内
容
　
①
行
田
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の

大
使
「
潮
崎
ひ
ろ
の
」
コ
ン
サ
ー
ト

（
11
日
㈰
午
後
1
時
30
分
か
ら
古
代

蓮
会
館
休
憩
所
で
約
1
時
間
開
催
、

ギ
タ
リ
ス
ト
世
古
武
志
さ
ん
が
ゲ
ス

ト
出
演
）　
②
古
代
蓮
の
里
売
店
内
外

で
ワ
ン
コ
イ
ン
セ
ー
ル
（
１
０
０
円
）

を
開
催　
③
古
代
蓮
会
館
有
料
入
館

者
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
進
呈　

④
う
ど
ん
店
で
う
ど
ん
を
注
文
し
た

方
に
「
ゆ
で
卵
1
個
」
を
サ
ー
ビ
ス

※
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。　
▼
そ
の
他
　
各

施
設
と
も
営
業
時
間
は
通
常
ど
お
り

総
合
公
園
管
理
事
務
所

飲
食
店
へ
の
出
店
者

　
公
園
の
性
質
を
熟
慮
し
た
上
で
、

喫
茶
や
食
堂
、
お
弁
当
販
売
、
そ
の

他
充
実
し
た
販
売
品
の
提
案
を
お
願

円
（
保
険
料
を
含
む
）　

▼
申
　
10

月
17
日
㈯
午
前
9
時
か
ら
参
加
費
を

添
え
て
直
接
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
（
電

話
で
の
仮
受
け
付
け
は
同
日
午
後
1

時
か
ら
）四

季
の
寄
せ
植
え

▼
日
時
　
11
月
7
日
㈯
午
後
1
時
〜

4
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
研
修

工
作
室　
▼
内
容
　
秋
か
ら
春
に
か

け
て
楽
し
め
る
草
花
の
寄
せ
植
え
を

作
る　

▼
講
師
　
伊
藤
弘
充
さ
ん

（
テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学

校
）　

▼
対
象
　
小
学
生
以
上　

▼

定
員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加

費
　
1
千
５
０
０
円
（
材
料
代
、
保

険
料
な
ど
）　

▼
申
　
10
月
9
日
㈮

午
前
10
時
か
ら
直
接
同
館
窓
口

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

▼
日
時
　
11
月
8
日
㈰
・
21
日
㈯
、

12
月
6
日
㈰
・
19
日
㈯
、
平
成
28
年

1
月
10
日
㈰
・
23
日
㈯
、
2
月
13
日

㈯
・
21
日
㈰
（
全
8
回
）
午
前
9
時

〜
正
午　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館

他　
▼
内
容
　
日
本
舞
踊
の
実
技
お

よ
び
三
味
線
の
体
験　
▼
対
象
　
市

内
の
小
学
生
〜
大
学
生
※
邦
楽
器
の

体
験
は
小
学
３
年
生
以
上
の
方　
▼

定
員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加

費
　
2
千
５
０
０
円
（
保
険
料
を
含

む
）　

▼
申
　
10
月
17
日
㈯
午
前
9

時
か
ら
同
館
窓
口
（
電
話
で
の
仮
受

け
付
け
は
同
日
午
前
10
時
か
ら
）

ゲ
ー
ム
や
歌
に
合
わ
せ
て

楽
し
く
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

▼
日
時
　
11
月
8
日
〜
12
月
6
日
の

毎
週
日
曜
日
（
全
5
回
）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分　
▼
場
所
　
商
工

セ
ン
タ
ー
４
０
５
研
修
室　
▼
内
容
　

ゲ
ー
ム
や
歌
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か

し
、
簡
単
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

英
語
に
触
れ
な
が
ら
親
子
で
楽
し

む　
▼
対
象
　
3
歳
〜
未
就
学
児
と

そ
の
保
護
者
1
人　
▼
定
員
　
10
組

（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　【
子
ど

も
】
1
千
円
【
大
人
】
1
千
５
０
０

い
し
ま
す
。　
▼
出
店
場
所
　
総
合

公
園
管
理
事
務
所
1
階
飲
食
店　
▼

出
店
協
定
期
間
　
協
定
締
結
後
〜
平

成
33
年
3
月
31
日　

▼
営
業
開
始
　

平
成
28
年
1
月
以
降
（
予
定
）　
▼

費
用
　
①
月
額
2
万
4
千
円
（
税

別
）
の
使
用
料　
②
光
熱
水
料
費
な

ど
の
相
当
額　
▼
基
本
条
件
　
①
営

業
は
原
則
週
4
日
以
上
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
含
む
）　
②
営
業
時
間

は
午
前
8
時
〜
午
後
8
時
の
間
で

調
整
す
る
こ
と　

▼
応
募
基
本
要

件
　
①
行
田
名
物
の
ゼ
リ
ー
フ
ラ

イ
、
フ
ラ
イ
の
提
供
が
で
き
る
こ
と　

②
【
個
人
】
市
内
在
住
の
方
【
法

人
】
市
内
に
本
部
事
業
所
ま
た
は
支

店
を
有
す
る
こ
と 

③
市
税
な
ど
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と 

④
公
園
内

の
保
全
や
市
内
観
光
振
興
に
協
力
す

る
意
思
が
あ
る
こ
と 

⑤
営
業
お
よ

び
経
営
の
経
験
は
不
問
と
す
る
。
た

だ
し
、
飲
食
店
を
経
営
す
る
上
で
必

要
と
な
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
て
い
る

こ
と　
▼
申
　
10
月
1
日
㈭
か
ら
総

合
体
育
館
窓
口
で
配
布
す
る
募
集
要

項
・
申
込
書
を
受
け
取
り
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
11
月
2
日
㈪
〜
13

日
㈮
に
直
接
同
館
窓
口
へ
提
出
。
応

募
提
案
を
選
考
し
、
出
店
業
者
を
決

定
。
※
書
類
審
査
お
よ
び
事
業
者
の

Ｐ
Ｒ
審
査
あ
り

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

クラブ名 日　時 場　所 内　容 対　象 定　員 会　費 申し込み・問い合わせ

アクアフィット
ネスクラブ

毎週木曜日の
午後4時～ 5時

市民プール ウオーターパワー
（水圧・浮力・抵
抗・水温）を利用
し、個人の体力に
合った運動を温水
プールで楽しく効
果的に行う

18歳以上の方 10人（先着順） 月額2,000円
※ トレーニング室
など月4回無料
利用券付き

直接または電話で市民プール
☎555―2455
※ 定員になり次第、入会待ちと
しての受け付けに変更

行田グリーンアリーナいきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員

行田ゼリーフライの大使
潮崎ひろのさん

広告広告



　

市
内
に
は
各
地
区
に
神
社
が
点
在
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
中
で
最
も
歴
史
の
古
い
と
思
わ
れ
る
神
社

が
、
埼
玉
地
区
に
あ
る
前
玉
神
社
で
す
。

　
前
玉
神
社
は
、平
安
時
代
の
延
長
５
年
（
９
２
７
）

に
完
成
し
た
「
延え
ん
喜ぎ

式し
き
」
の
中
の
神し
ん
め
い
ち
ょ
う

名
帳
に
そ
の
名

が
見
ら
れ
る
古
社
で
す
。「
延
喜
式
」
の
神
名
帳
に

登
載
さ
れ
た
神
社
を
式し
き

内な
い

社し
ゃ

と
い
い
ま
す
。
行
田
市

を
含
む
埼
玉
郡
の
式
内
社
は
四
座
あ
り
、
前
玉
神
社

が
ニ
座
、
そ
れ
に
玉
敷
神
社
と
宮み
や

目め

神
社
（
加
須

市
）
で
す
。

　

前
玉
神
社
の
現
在
の
祭
神
は
、
前さ
き
た
ま
ひ
こ
の
み
こ
と

玉
彦
命
、

前さ
き
た
ま
ひ
め
の
み
こ
と

玉
姫
命
の
ニ
神
で
す
が
、
か
つ
て
の
ニ
座
の
祭

神
は
、
現
在
と
は
異
な
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ

て
お
り
、
大お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

己
貴
命
と
木こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と

之
花
開
耶
姫
命
と
す
る

説
、
前
さ
き
た
て
の
み
こ
と

立
命
と
忍
お
し
た
て
の
み
こ
と

立
命
と
す
る
説
、
大
己
貴
命
と

前さ
き
た
ま
ひ
め
の
み
こ
と

玉
比
賣
命
と
す
る
説
、
前
さ
き
た
ま
の
み
こ
と

玉
命
と
大
己
貴
命
と
す

る
説
な
ど
諸
説
が
あ
り
ま
す
。

　
前
玉
神
社
は
、
埼
玉
古
墳
群
の
浅
間
塚
古
墳
の
墳

頂
に
社
殿
が
あ
り
、
同
古
墳
群
を
築
い
た
豪
族
、
も

し
く
は
そ
の
末ま
つ
裔え
い
が
、
土
着
の
神
々
を
祭
る
た
め
に

創
建
し
た
神
社
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
現

在
の
祭
神
で
あ
る
前
玉
彦
命
と
前
玉
姫
命
は
、
こ
の

地
域
に
土
着
し
て
い
た
神
々
と
考
え
ら
れ
、
祭
神
に

ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
神
社
の
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
初
め

ご
ろ
に
、
忍
城
中
に
あ
っ
た
浅せ
ん

間げ
ん

神
社
を
勧
請
し
て

か
ら
は
、
浅
間
信
仰
（
富
士
山
信
仰
）
の
盛
行
と
共

に
盛
ん
に
な
り
、
社
号
も
浅
間
社
と
号
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
浅
間
社
の
祭
神
と
し
て
全
国

的
に
祭
ら
れ
て
い
る
木
之
花
開
耶
姫
命
が
、
前
玉
神

社
の
祭
神
と
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
す
。

　
江
戸
時
代
に
は
、
境
内
に
真
言
宗
養
老
山
延
命
寺

が
あ
り
、
別
当
を
務
め
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
時
代

初
期
の
神
仏
分
離
に
よ
り
寺
の
管
理
を
離
れ
、
社
号

も
上
ノ
宮
を
前
玉
神
社
、
中
腹
の
下
ノ
宮
を
浅
間
神

社
と
元
に
戻
し
て
い
ま
す
。

　
境
内
に
は
万
葉
集
の
歌
が
刻
ま
れ
た
市
指
定
文
化

財
の
「
石
燈
籠
」
な
ど
が
あ
り
、
い
に
し
え
の
荘
厳

な
雰
囲
気
を
今
も
た
た
え
て
い
ま
す
。

 

（
文
化
財
保
護
課　
中
島
洋
一
）

市
報  

ぎ
ょ
う
だ

今月の表紙

■ 

編
集
・
発
行
／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課

 

〒
３
６
１
ー
８
６
０
１ 

行
田
市
本
丸
2
番
5
号

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
６
ー
１
１
１
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

５
５
０
ー
２
１
１
６

平
成
27
年
10
月
1
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をCDーRに録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。

No.
832

環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

い
に
し
え
の
行
田
を
探
る
31

行
田 

歴
史
系
譜
259

前さ
き

　
　
玉た

ま

　
　
神
　
　
社

　ついに5年越し2回目の挑戦で、田んぼアートがギネ
ス世界記録に認定されました。公式記録は27,195平方

メートル。田んぼには、古代人の女の子と宇宙服を着た男の子、小惑星
探査機「はやぶさ2」などが描かれています。また、古代蓮会館展望室で
は地上50メートルの高さから壮大なアートを一望することができます。
ぜひ、足を運んでみてください。

このコーナーで紹介する施設を募集していますので、希望
される場合は広報広聴課までご連絡ください。

　「利
り

用
よう

者
しゃ

にとっての一
ひと

つの社
しゃ

会
かい

であり、企
き

業
ぎょう

でありたい」。そんな
思
おも

いから平
へい

成
せい

24年
ねん

4月
がつ

に福
ふく

祉
し

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

「らーれ」は開
かい

設
せつ

されました。
　現

げん

在
ざい

、利
り

用
よう

者
しゃ

は20人
にん

。皆
みな

さん和
なご

やかなムードで仕
し

事
ごと

を行
おこな

っていた
よ。内

ない

容
よう

は、靴
くつ

下
した

の値
ね

札
ふだ

付
つ

けやお菓
か

子
し

の箱
はこ

づくりなど軽
けい

作
さ

業
ぎょう

が中
ちゅう

心
しん

なんだって。この施
し

設
せつ

では、多
おお

くの企
き

業
ぎょう

から注
ちゅう

文
もん

を受
う

けているから、
利
り

用
よう

者
しゃ

それぞれの能
のう

力
りょく

に合
あ

わせた仕
し

事
ごと

が体
たい

験
けん

できるんだ。1年
ねん

を通
つう

じて、さまざまな仕
し

事
ごと

ができるのも魅
み

力
りょく

的
てき

！また、生
せい

活
かつ

介
かい

護
ご

事
じ

業
ぎょう

も
行
おこな

っていて、利
り

用
よう

者
しゃ

は運
うん

動
どう

班
はん

・創
そう

作
さく

班
はん

・音
おん

楽
がく

班
はん

でそれぞれ得
とく

意
い

な分
ぶん

野
や

を伸
の

ばそうと一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

取
と

り組
く

んでいます。
　田

でん

園
えん

に囲
かこ

まれ、のどかな雰
ふん

囲
い

気
き

で1日
にち

を過
す

ごすことができる「らー
れ」で仕

し

事
ごと

をしてみたい方
かた

は、ぜひ一
いち

度
ど

見
けん

学
がく

に来
き

てください。

【住所】須加1739　【電話番号】501―6704

前玉神社

でありたい」。そんな
福祉施設編

こぜに
with
フラべぇ

がちゃん
行く!らーれ

（運営：ＮＰＯ法人　橙）


